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岸田自公政権
岸田新政権が発足しました。内閣の顔ぶれも、政策も、官邸の体制も

安倍・菅政権の引き写しです。岸田氏は、安倍・菅自公政権を重要閣僚

として中枢で支えてきました。総裁選の論戦でも、憲法9条改定を進め

る、原発再稼働をすすめる、モリ・カケ・サクラなど国政私物化疑惑解

明には背を向けています。国民が望む政治には、政権交代が必要です。

国民の声を聞かない！国民に説明しない！
「モリ・カケ再調査考えていない」（松野官房長官）

安倍・菅政治の特徴の一つが、「国民の声を聞かない」「国民に説明をしない」です。その

最たるものが、憲法にもとづいて野党が求めた国会の開催要求を拒否したことです。その結果、

コロナ感染拡大の第5波に、まともな対策を講じることが出来ず「自宅療養が基本」の愚策を

国民に押し付け、何百人もの方が、医療を受けることなく自宅で亡くなっています。

岸田首相は、総選挙について14日解散、19日公示、31日投票を表明しました。これでは、

予算委員会も開催できません。

岸田首相は、主権者である国民をあまりにも蔑ろにしていいます。

憲法改悪、軍事同盟強化

岸田首相は、憲法に「緊急事態条項」創設や、憲法への自衛明記などいついて「在任中に実

現すべく最善の努力」したいと明言。

大軍拡・日米同盟路線も安倍・菅政治を継承。「敵基地攻撃能力の保有」を表明。来年度の

軍事費は、5.48兆円（概算要求）を超えようとしています。

今こそ、軍事費を削減し、コロナ対策を充実させ、平和憲

法を守り、核兵器禁止条約を締結する政府が必要です。

21年軍事費＝5.34兆円

22年軍事費＝5.48兆円
（概算要求：事項要求でさらに増額可能）

格差と貧困の拡大、アベノミクス継承

岸田首相は、「新自由主義の転換」「新しい資本主義」を掲げますが‥。アベノミクスによ

る貧困と格差の拡大で、貯蓄ゼロは、単身世帯で4割に迫り、2人以上の世帯では2割強になっ

ています。「新自由主義の転換」を言葉だけでも言わざるを得ない

のです。

岸田首相は、6月に「新たな資本主義を創る議員連盟」を立ち上

げましたが、最高顧問になったのが、安倍元首相と麻生党副総裁。

両氏とも、アベノミクスと消費税増税をすすめた張本人です。弱肉

強食の新自由主義も、安倍・菅直系政治です。
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